
第６日目(2009/04/12)

午前中はバスでロンドン市内観光 - 午後は自由行動

9 時に出発して、ロンドンブリッジへ。うまい感じで曇ってて霧が。

撮影だけして、大英博物館へ。

パチモンと言われたけど、一応クリスタルスカルを撮影。



まともに見ると数週間かかるので、今回は古代エジプトを中心に案内。

撮影もたくさんしたけど、ここでは割愛。

僕はやはりロゼッタストーンを。数年前までは手で触れる事が出来たとのかみさんの話。

次にバッキンガム宮殿にて衛兵の交代式。

物凄い人で、現地の日本人ガイドさんが機敏に動いていい場所を確保してくれました。

国会議事堂へ。

ウェストミンスター宮とも呼ばれ、オリジナルは 1834 年の火災でほぼ焼失したんですね。

当時から今日に至るまで、ここで英国国会が開かれている、という事でやはり古いものを

ちゃんと使い続けるのが感心させられるところです。



ゴシック・リバイバル様式は近くのウェストミンスター・アビー教会の外観と馴染むよう

チャールズ・バリーがデザインを手掛け、半世紀近くかかって 1888 年に完成。

立派な二つの塔のうち、時計台はビッグベンの愛称で知られてます。

ルパン三世でも時計の針を次元がライフルで進める話がありました。

さて、ピカデリーサーカスの近くに三越があるんですが、イースターでお休み。

三越の近くで解散になりました。僕らは徒歩で行ける範囲にあるというナショナルギャラリーに。

かみさんが堪能した後にナショナルギャラリーに併設されているラウンジで昼食。

あまり選択肢のないメニューで、しかも満席に近い状態でえらい苦労しました。

この段階で 15:40 でした。次はロンドン塔。



入場券を買う時に売り場のおばちゃんが何か喋っていたけど、残り時間少ないけどいいのか？と

確認していた模様。ロンドン塔には 16:00 から 17:30滞在。

1066年にイングランドを征服したウィリアム 1 世が 1078 年にロンドンを外敵から守るために

堅固な要塞の建設を命じ、本体は約 20 年で完成。その後、リチャード 1 世が城壁の周囲の濠の

建設を始め、ヘンリー 3 世が完成。現在も儀礼的な武器などの保管庫、礼拝所などとして使用。

ここには世界最大のカットダイヤモンドとして有名な「アフリカの星」が王笏（Royal Scepter）に

飾られていて実際に見ました。もちろん撮影禁止。何かあまりに大きくて本物なのか？と思うくらい。

ま、処刑の場所でもあるのであまり気持ちのいい場所ではないのです。

下の画像の中央部には「BLOODY TOWER」と書いてあります。つまり「血の塔」。

この塔では、1483 年、13歳で即位したエドワード 5 世と弟が幽閉され、処刑されたそうです。

また結局は処刑 された冒険家・文人・軍人のウォルター・ローリー卿が陰謀罪で幽閉されていたのも

ここで、現在はその当時の様子が内部に再現されています。

横の丸い塔は ウェイクフィールドタワー(Wakefield Tower)で、中には恐ろしい拷問具が展示中。

ロンドン塔のワタリガラスは、塔と英国の守護神として、とても大切にされているそうですが、

このグッズはないだろう、という感じが右上。

かなり暗くなってきていたのとちょっと疲れてきていたのでパブに行こうか悩んでいたのだけど、

かみさんが精神的に背中を押してくれたので、ロンドンの黒タクシーを使って摩幌美の

イメージ的モデルとなっている Prospect of Whitebyへ。

スコットランドとの境に近い東海岸の港町Whitbyから来ていた帆船 Procpectを使い 1520 年に建築。



ビール 2種類とジュース、Fish & Chips、Garlic Breadを頼んで飲んで堪能。

英語で何とかオーダーできました。美味しかったですよ。

店の 2Fからテラスに出る事が出来たので対岸を撮影。



さて、帰り。20 時を回っていて相当暗いわけです。

バスはちょうど出たばかり、車もあまり通らない場所なので困っていたのですが、

パブに客を運んできたタクシーを何とか捕まえてホテルまで無事に帰りました。


